
淡　水　魚　増　殖　試　験
　モクズガニ種苗生産試験

山根恭道・勢村　均゛

　前年度に引き続き種苗生産試験を鹿島浅海分場と共同試験という形で，鹿島分場において飼育試

験を試みたので報告する。

材　料　と　方　法

１．種苗生産試験

　１）親ガニ

　　前年度に引き続き広島県振興センターにお世話になった。30尾の親ガニを甲長と体重を測定

　　した後，鹿島分場に輸送し屋外20 t水槽（無加温）に収容して卵の発育をまった。親ガニの飼

　　育中の餌は魚の切り身を個体数当り１個を投与した。親ガニは定期的に取上げ卵の発育の状態

　　を観察し，ふ化間近のものを選んでｌｔパンライト水槽に収容しふ化をさせた。親ガニの収容

　　期間中略死か相次ぎ，21尾か諮死し残り９尾を使用して４月から６月にかけて生産を行なった。

２）幼生飼育

　　ふ化水槽で生まれた幼生を10tおよび６ｔのＦＲＰ水槽に収容し生産を開始した。幼生孵化

　後の飼育水はクロレラを飼育水か色ずく程度いれ，Ｚ３（ソエア３期）からは水変わりを起さな

　い様に注水または換水した。

　　水温はlkmの水中ヒーターにより20℃程度に加温し，エアレーションは７～８個を投入して

　Z3以後強めの通気を行なった。

　　飼料はZI～Z2までワムシをＺ３～Ｍまでアルテミアを主体に投与し，配合飼料はＭ２～Ｃｎ

　までアユ初期飼料２～３号，コイ２号を１日３回２～３ｇ／回程度投与した。

＊鹿島浅海分場

　
一

〇４２



結　果 と　考 察

１．親ガニと孵化幼生

　　親ガニの甲長，体重及び幼生孵化月日を表１に示した。

　　生産回次は収容日の同じものを同一回次とし，Ｉ～Ⅸに示した。親ガニは甲長48.3～62.5mm，

　体重78.1～103.6gのもの９尾を得て，平成４年４月23日～６月20日にかけて収容した。幼生か孵

　化するまでの飼育日数は１～５日を要した孵化幼生の総数は84万尾であった。

表１　親ガニと孵化幼生

生産回次　１甲　長(mm) 体重（ｇ） 収容年月日 孵化月日 経過日数 孵化幼生尾数(尾)
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２，幼生飼育

１）生産回次　１

　　平成４年４月23日に１ｔパンライト水槽で孵化した，４万尾の幼生をサイフォンにより飼育

　水槽１０ｔＦＲＰに移し生産を開始した。ふ化幼生は収容７日後に大量鮑死を起こしたが，その

　後調に経過し着底稚カニの歩留まりは15,000尾であった。飼育期間中の水温は平均20,0℃であ

　り19～20.6℃の範囲にあった，換水は１日１回150～250 1 おこなった。

２）生産回次　11

　　生産Ｉ回次と同時に別のｌｔパンライト水槽で孵化した，10万尾の幼生をサイフォンによっ

　て１０ｔＦＲＰの飼育水槽に移し生産を開始した。しかし，飼育開始10日後まで無加湿（15℃）

　で飼育したところ，粘液状の物質か多量に出現し全滅した。
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３）生産回次　111，1V，V，VI

　　平成４年５月17日に孵化した40万尾の幼生を用い，１０ｔＦＲＰ水槽４面を使用し生産回次Ｉ

　と同様の方法で生産を開始したが，生産回次Ⅲ，Ⅳ，Ⅵはいずれもふ化後10日後に大量諮死を

　起こし全滅した。生産回次Ｖは大量路死もなく稚ガニまで育っていたか，稚ガニに変体した直

　後原因不明の大量鮑死を起こし全滅した。

４）生産回次　IV

　　平成4年５月18日にふ化した幼生20万尾を用い，やはり生産回次Ｉと同様の方法で生産を開

　始した。メガロッパまで大量需死もなく順調に成長したか，６月19日メガロッパ変体したとこ

　ろで大量戴死を起こした，しかし全滅には至らず2万尾の稚ガニを生産した。

５）生産回次　VII

　　平成４年５月18日にｌｔパンライト水槽で孵化した，10万尾の幼生をサイフォンにより１０ ｔ

　ＦＲＰ飼育水槽に収容し生産を開始した。ふ化幼生はソエア期では順調に推移したか，やはり

　生産目次IVと同様メガロッパ期になって原因不明の大量諮死を起こし歩留まりは１万尾であっ

　た。飼育期間中の水温は平均22.0℃であり19～22.0°Cの範囲にあった。

６）生産回次　VI，IX

　　平成４年５月18日に１ｔパンライト水槽２面で孵化した，各５万尾計10万尾の幼生を１０ｔ Ｆ

　ＲＰ水槽に収容し生産を開始したか，生産回次Ⅳと同様メガロッパに変態したところで，大量

　駱死を起こし全滅した。

　この様に昨年と同様に原因不明の減耗や大量斑死か相次ぎ，総生産尾数は35千尾であった。昨

年産卵親ガニの抱卵している卵色の違いにより，かなり歩留か左右されるようであると示唆され

たか，今年卵色のよいものばかり選んで生産を開始したにも関わらず，生産は思うように良くな

らず卵色のみならず何か別の原因にあると思われる。しかし，前年度まではソエア期で大量略死

を起こしていたか，今年度はメガロッパ期の変態直後の大量路死かほとんどであったことから大

量生産に向けて一歩前進したといえる。来年度はメガロッパ期の変態直後の大量鮑死の原因であ

ると示唆される，初期餌料の問題について検討して大量生産に向け歩留の増大と原因解明を図っ

ていくつもりである。

３．中間育成

　　生産した35平尾の稚ガニは，三刀屋分場に持ち帰り中間育成をおこなった。飼育水槽はｌｔパ

　ンライト水槽７面と１０ｔＦＲＰ水槽１面を使用し各水槽４千尾程度になるように収容した。飼育
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期間中の水温はl kwの水中ヒーターにより20℃程度に加湿し，アユ育成用配合餌料を開始は当初

５ｇからはじめ５日後毎にｌｇ増やして投与した。飼育開始当初発死か目立ち心配されたか，５

日後には発死も止まりその後は成長もよく，一ヶ月後は甲長l cmの稚ガニになった。放流は甲長

1cmの稚ガニになったものから放流し。平成４年６月26日神戸川に５千尾，平成４年７月23日呻

戸川に１万尾，平成４年８月４日ハ戸川に１万尾を放流した。
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